
　新
しん

年
ねん

あけましておめでとうございます。１月
がつ

は正
しょう

月
がつ

をはじめ人
じん

日
じつ

の節
せっ

句
く

、小
こ

正
しょう

月
がつ

などの年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

があります。年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

は、昔
むかし

から地
ち

域
いき

や家
か

庭
てい

に伝
つた

え続
つづ

けられているものが多
おお

く、その際
さい

に特
とく

別
べつ

に食
た

べる行
ぎょう

事
じ

食
しょく

があります。正
しょう

月
がつ

は雑
ぞう

煮
に

やおせち料
りょう

理
り

などの行
ぎょう

事
じ

食
しょく

を食
た

べる機
き

会
かい

を大
たい

切
せつ

にしたいですね。

　学
がっ
校
こう
給
きゅう
食
しょく
は、明

めい
治
じ
22年

ねん
（1889年

ねん
）に山

やま
形
がた
県
けん
の忠

ちゅう
愛
あい
小
しょう
学
がっ
校
こう
で、貧

ひん
困
こん
児
じ
童
どう
を対

たい
象
しょう
に無

む
償
しょう
で昼

ちゅう
食
しょく

を提
てい
供
きょう
したのが始

はじ
まりです。その後

ご
、さまざまな歴

れき
史
し
を経

へ
て、今

いま
に至

いた
っています。学

がっ
校
こう
給
きゅう
食
しょく
が

食
た
べられることに感

かん
謝
しゃ
していただきましょう。

　みなさまから徴
ちょう
収
しゅう
した給

きゅう

食
しょく
費
ひ
は、食

しょく
材
ざい
の購

こう
入
にゅう
にあて

られます。子
こ
どもたちによ

りよい給
きゅう
食
しょく
を提

てい
供
きょう
するため

にも、ぜひ、納
のう
期
き
までに給

きゅう

食
しょく
費
ひ
をお納

おさ
めくださいます

よう、お願
ねが
いいたします。

　昔
むかし
から正

しょう
月
がつ
はとても大

たい
切
せつ
な年

ねん
中
ちゅう
行
ぎょう
事
じ
でした。

　12月
がつ
から大

おお
掃
そう
除
じ
を行

おこな
い、門

かど
松
まつ
を立

た
てて鏡

かがみ
もちを

供
そな
え、雑

ぞう
煮
に
やおせち料

りょう
理
り
の準

じゅん
備
び
をします。大

おお
掃
そう
除
じ
は、

年
とし
神
がみ
様
さま
を迎

むか
えるために清

きよ
めるという意

い
味
み
がありまし

た。門
かど
松
まつ
には年

とし
神
がみ
様
さま
が宿

やど
ったといいます。鏡

かがみ
もちは

古
こ
代
だい
の円

えん
形
けい
の鏡

かがみ
のように丸

まる
いもちを重

かさ
ねて、年

とし
神
がみ
様
さま

に供
そな
える神

しん
聖
せい
なものです。また、雑

ぞう
煮
に
も供

く
物
もつ
で、年

とし

神
がみ
様
さま
に捧

ささ
げたものと同

おな
じものを食

た
べることで、１年

ねん

の健
けん
康
こう
や幸

しあわ
せを願

ねが
っていました。おせち料

りょう
理
り
にも、

田
た
づくり（五

ご
穀
こく
豊
ほう
穣
じょう
を願

ねが
う）、黒

くろ
豆
まめ
（まめに暮

く
らせ

るよう）など、いろいろな意
い
味
み
があります。

正
しょう

月
がつ

　人
じん
日
じつ
の節

せっ
句
く
は、１月

がつ
７日

か
で五

ご
節
せっ
句
く
のひとつです。

この日
ひ
の朝

あさ
に、七

なな
草
くさ
「せり、なずな、ごぎょう、は

こべら、ほとけのざ、すずな、すずしろ」の入
はい
った

七
なな
草
くさ
がゆを食

た
べます。これは、野

の
山
やま
で若

わか
菜
な
を摘

つ
み、

自
し
然
ぜん
の芽

め
吹
ぶ
きをいただいて、活

かつ
力
りょく
を得

え
る風

ふう
習
しゅう
でした。

人
じん

日
じつ

の節
せっ

句
く

　１月
がつ
15日

にち
は小

こ
正
しょう
月
がつ
です。小

こ
正
しょう
月
がつ
には、もちを小

ちい
さ

く丸
まる
めて柳

やなぎ
の枝

えだ
などに刺

さ
した「もち花

ばな
」や「まゆ玉

だま
」

を飾
かざ
ります。また、どんど焼

や
きや左

さ
義
ぎ
長
ちょう
といって、門

かど

松
まつ
やしめ縄

なわ
などを集

あつ
めて積

つ
み上

あ
げて燃

も
やします。こ

の火
ひ
でもちを焼

や
いたり、小

あずき
豆がゆを食

た
べたりします。

小
こ

正
しょう

月
がつ

七
なな

草
くさ

がゆ

小
あずき

豆がゆ

鏡
かがみ

もち

雑
ぞう

煮
に

１月
がつ

24日
か

から30日
にち

は全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

です

明
めい

治
じ

22年
ねん

昭
しょう

和
わ

27年
ねん

昭
しょう

和
わ

22年
ねん

給
きゅう

食
しょく

費
ひ

の
納
のう

入
にゅう

につきまして

保
ほ

護
ご

者
しゃ

のみなさまへ
「一

いち
年
ねん

の計
けい

は元
がん

旦
たん

にあり」（１年
ねん

間
かん

の計
けい

画
かく

はその年
とし

のはじめに決
き

めておくのがよい）

といいます。今
こ

年
とし

はどんな計
けい

画
かく

を立
た

ててい

ますか？　今
こ

年
とし

１年
ねん

もしっかり食
た

べて、健
けん

康
こう

にすごせますように願
ねが

っています。
　これは、わずかな労

ろう
力
りょく

で大
おお

きな利
り

益
えき

を得
え

る

ことのたとえです。英
えい

語
ご

にも似
に

たようなこと

食
しょく

のことわざ

海
え

老
び

で鯛
たい

を釣
つ

る

わざがあります。Throw a 

sprat catch a mackerel.

（小
こ

魚
ざかな

を投
な

げてさばをとる）。

どちらも魚
さかな

が出
で

てきます。

おせち料
りょう

理
り

おにぎり ミルク（脱
だっ
脂
し
粉
ふん
乳
にゅう
） 鯨

くじら
の

竜
たつ
田
た
揚
あ
げ

コッペパン

現
げん

在
ざい

１
月
がつりよだ食

しょく

給
きゅう




